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（学年）第２学年、（教科・科目）保健体育・保健               協同学習  

 

（単元）妊娠・出産と健康 

 

（本時のねらい）                     

受精・妊娠・出産に関する知識について理解するとともに、妊娠・出産に伴う課題の解

決のために、周囲の人々の支援や配慮、公的サービスの活用が必要であることを理解し、

意欲的に話し合いに取り組むことができる。  

 

（ICT 活用方法） 

まとめにおいて授業支援クラウドアプリを使用する。従来では口頭のみで発表していた

意見などを、スライドによって可視化することで意見の共有を行いやすくする。 

 

（本時の展開） 

時間 学習活動  指導事項  ＩＣＴ活用方法  

導入 

５分 

・グループに分かれ、

前回のアンケートの

結果を確認する。 

 

  

展開 

３５分 

①受精と妊娠 

・妊娠・出産の過程につ

いて、プリントに記入

する。 

・発問①について、グル

ープで話し合う。 

 

 

 

 

 

②妊娠の経過と胎児の

成長 

・自分の出生時の身長

や体重を記入する。 

・発問②について、グル

ープで話し合う。 

 

 

 

 

・妊娠・出産の過程について、

プリントの問題や図を使用

して説明する。 

 

【発問①】 

妊娠したことによって、母体

にはどのような変化が起こる

だろうか。 

・発問①についての生徒の意

見を発表させ、母体の変化

について説明する。 

・自分の出生時の体格と現在

の平均を比較させる。 

・胎児の成長の過程について

説明する。 

【発問②】 

母体の心身の健康状態を良好

に保つために、どのようなこ

とに注意すればよいだろう

か。 

・発問②についての生徒の意
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③出産と母体の回復 

 

 

④公的サービスの活用 

 

 

 

・母子健康手帳に記録で

きる事について話し

合い、整理する。 

 

・活用できる公的サービ

スについてまとめる。 

 

⑤生活上の注意と周囲

の支援 

 

 

・発問③について、グル

ープで話し合う。授業

支援クラウドアプリ

を使用し、グループで

の意見をまとめる。 

見を発表させ、母体の健康

状態を保つための注意点に

ついて説明する。 

・陣痛から始まる、出産の始ま

りと終わりについて説明す

る。 

・妊娠が発覚してからのとる

べき行動や行政や地域が行

う公的サービスについて説

明する。 

・母子手帳に記録できる事に

ついて、グループ内で話し

合いながら、実物の母子健

康手帳を見せる。 

 

 

 

・妊娠中の女性への配慮や、マ

タニティーブルーなどの出

産後の女性がなりやすい状

態について説明する。 

【発問③】 

自分のパートナーや周囲の妊

娠中・出産後の女性に対する

配慮として、身近なことでど

のようなことができるだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業支援クラウド

アプリを使用しグ

ループで話し合っ

た意見をまとめ、

発表用のスライド

を作成する。 

まとめ 

１０分 

・まとめ  

・次時予告  

・本時のまとめとして、発問③

についての意見をグループ

ごとに発表させ、配慮すべき

事についてまとめる。 

・授業支援クラウド

アプリで作 成 し

たスライドを使

用し、各グループ

が意見を発表す

る。  
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（授業の様子）  

 

 

（生徒の反応と課題、改善を要する点） 

 活動内容を盛り込みすぎたことでグループでの話し合いの時間が少なくなってしまっ

た。もう少し内容を絞り、他の人の意見を聞く時間を増やせばよかった。 ICT を使用する

ポイントとして、受精のメカニズムや胎児の成長の過程を示したスライドや動画を見せて

もよかったと感じた。 


